
NOSAI TOTTORI
農業は「いのちの産業 」

鳥取県農業共済組合
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新年のあいさつ
総代・役員の改選
各種共済のおしらせ
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理
事  

榎
本 

武
利

　　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
き
年
、
組
合

員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

と
と
も
に
、
本
年
が
災
害
の
な
い

穏
や
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
、

夏
の
平
均
気
温
の
平
年
差
は
統
計

開
始
以
降
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

各
地
で
水
不
足
が
発
生
し
、
県
内

に
お
い
て
も
水
稲
や
果
樹
を
は
じ

め
農
作
物
の
収
穫
量
に
大
き
な
影

響
が
出
ま
し
た
。

　
ま
た
、
米
の
需
給
に
つ
い
て
は
、

収
穫
量
の
減
少
と
需
要
の
急
速
な

回
復
が
重
な
り
、
品
薄
状
態
と
な
っ

た
結
果
、
米
価
が
大
き
く
上
昇
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
流
通
の
混
乱

に
対
応
す
る
た
め
、
政
府
に
よ
る

備
蓄
米
の
放
出
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

需
給
環
境
は
大
き
く
変
動
し
、
農

業
経
営
と
消
費
生
活
に
深
刻
な
影

響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
自
然
災
害

や
市
場
変
動
へ
の
備
え
の
重
要
性

を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
、
農
業

保
険
制
度
が
農
業
経
営
の
安
定
を

支
え
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
仕
組

み
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
組
合
に
お
き
ま
し
て
も
、
農

業
者
の
基
幹
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す

べ
く
、
収
入
減
少
や
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
農
業
者
の
早
期
経
営
再
建

に
向
け
、
共
済
金
・
保
険
金
の
迅

速
な
支
払
い
、
収
入
保
険
の
つ
な

ぎ
融
資
に
よ
る
資
金
対
応
、
適
時

適
切
な
家
畜
診
療
の
提
供
な
ど
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
安
心
を

す
べ
て
の
農
家
へ
届
け
る
た
め
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
希
望
に
満

ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
令
和
八
年
元
旦
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①
総
代
選
挙
の
実
施

　

現
総
代
は
令
和
８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
総
代
選
挙
を
実
施
し
ま
す
。
候
補
者
が
定
数
以
内
で

あ
る
時
は
投
票
を
行
い
ま
せ
ん
。

　

新
総
代
の
任
期
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
11
年
３
月
31
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

総
代
選
挙
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
令
和
８
年
３
月
９
日
（
月
）　　
　
選
挙
執
行
公
告

　
令
和
８
年
３
月
15
日
（
日
）　　
　
投
票
日

　
令
和
８
年
４
月
１
日
（
水
）　　
　
就
任

②
役
員
の
改
選

　

現
役
員
は
令
和
８
年
５
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
役
員
改
選
手
続
き
を
実
施
し
ま
す
。

　

新
役
員
の
任
期
は
令
和
８
年
６
月
１
日
か
ら
令
和
11
年
５
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

総
代
・
役
員
等
の
改
選
を
行
い
ま
す
。

総
代
・
役
員
等
の
改
選
を
行
い
ま
す
。

令
和
７
年
度

農
業
共
済
功
績
者
表
彰

表
彰

役
員
と
し
て
の
勤
続
年
数
が
、
表
彰
実
施
年
度
の
前
８
年
以
上
に
わ
た
る
者
で

あ
っ
て
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
。

表
彰

理
由

組
合
長
理
事

理

　
　
　事

榎

　本

　武

　利
（
岩
美
町
）

上

　谷

　
　
　修
（
日
野
町
）

第
２
号
表
彰

職
員
と
し
て
の
勤
続
年
数
が
、
表
彰
実
施
年
度
の
前
20
年
以
上
に
わ
た
る
者
で

あ
っ
て
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
。

表
彰

理
由

西
部
支
所

支

所

長

大

　江

　直

　弘
（
伯
耆
町
）

第
３
号
表
彰

役
職
員
と
し
て
の
通
算
勤
続
年
数
が
表
彰
実
施
年
度
の
前
20
年
以
上
に
わ
た
る

者
で
あ
っ
て
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
。

表
彰

理
由

代
表
監
事

漆

　原

　清

　志
（
鳥
取
市
）

第
４
号
表
彰

　
令
和
７
年
11
月
26
日
（
水
）、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
令
和
７
年
度

全
国
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
会
に
お
い
て
、
農
業
共
済
事
業
の
健
全
な
発
展
、

運
営
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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近
年
、
も
ら
い
火
に
よ
る
火
災
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
火
元
か
ら
の
類
焼
で
自
宅
が
被
害
を

受
け
た
際
、「
失
火
責
任
法
」
と
い
う

法
律
に
よ
り
相
手
に
重
大
な
過
失
が
な

い
限
り
、
も
ら
い
火
で
の
火
災
は
火
元

か
ら
賠
償
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

　
火
災
共
済
に
加
入
し
て
い
る
場
合
、

も
ら
い
火
の
よ
う
な
第
三
者
が
原
因
で

発
生
し
た
火
災
に
よ
る
損
害
も
カ
バ
ー

で
き
ま
す
。

　
大
切
な
家
を
守
る
為
に
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
の
火
災
共
済
へ
の
加
入
を
お
ス
ス
メ

し
ま
す
。

N
O
S
A
I
の
火
災
共
済
の

５
つ
の
魅
力

①
掛
け
捨
て
の
手
頃
な
掛
金

　
補
償
金
額
１
万
円
あ
た
り
８
円
。

②
住
宅
以
外
の
物
件
も
加
入
可
能

　
納
屋
、
車
庫
、
土
蔵
、
店
舗
な
ど
が
築

年
数
に
か
か
わ
ら
ず
加
入
可
能
で
す
。

③
火
災
事
故
以
外
も
補
償

　
落
雷
や
水
道
管
凍
結
も
補
償
対
象
と

な
り
ま
す
。

④
顔
の
見
え
る
加
入
提
案

　
対
面
で
の
加
入
を
第
一
に
、
お
客
様

目
線
の
加
入
提
案
を
行
い
ま
す
。

⑤
罹
災
時
の
手
続
き
が
簡
単

　
電
話
一
本
で
職
員
が
現
地
を
調
査
に

伺
い
ま
す
。
損
害
額
が
決
定
後
す
ぐ

に
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

加入内容の見直し等はお気軽に最寄りの各支所へお問い合わせください。

延   面   積 150㎡
加 入 金 額 2,000万円
掛金（年間） 16,000円
火災はいつ発生するかわかりません。
いざという時の為にＮＯＳＡＩの火災
共済へ加入しましょう！！

もらい火による火災

損害賠償責任なし
（重大な過失が無い場合）

Ｂさん宅
失火

Ａさん宅

類焼

Ｂさんが契約する火災共済で補償

火
災
共
済
で

も
ら
い
火
に
よ
る

火
災
に
備
え
よ
う

火
災
共
済
で

も
ら
い
火
に
よ
る

火
災
に
備
え
よ
う

失火責任法

火災共済加入例

建
物
共
済﹇
火
災
﹈

園
芸
施
設
共
済

　
全
量
を
Ｊ
Ａ・
法
人
・
個
人
の
乾
燥
調
製
施
設
に
委
託
し
収

穫
量
が
確
認
出
来
る
、
ま
た
は
確
定
申
告
書
類
に
て
全
量
把
握

が
出
来
る
こ
と
が
加
入
要
件
で
す
。
原
則
直
近
５
か
年
の
デ
ー

タ
を
用
い
て
基
準
の
設
定
を
行
い
ま
す
。

〜
全
相
殺
方
式
と
は
〜

全
相
殺
方
式
の
メ
リ
ッ
ト

農
作
物
共
済﹇
水
稲
﹈

○
個
々
の
実
績
に
合
っ
た
基
準
設
定

　
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
量
等
の
客
観
デ
ー
タ
を
用
い
る
た
め
、
個
々
の
実
績
に

　
合
っ
た
基
準
の
設
定
が
出
来
ま
す
。

○
補
償
割
合
が
最
大
９
割

　
全
て
の
方
式
の
中
で
最
も
高
い
９
割
補
償
が
選
択
出
来
ま
す
。

　（
８
割
・
７
割
補
償
も
選
択
可
）

○
一
筆
半
損
特
約
の
付
帯
で
筆
ご
と
の
減
収
も
補
償

　
こ
の
特
約
を
付
帯
す
る
事
で
１
筆
ご
と
の
深
い
被
害
も
補
償
す
る
こ
と

　
が
出
来
ま
す
。

　

　
園
芸
施
設
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
豪
雪
や
暴
風
に
よ
る

損
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
雪
害
等
防
止
対
策
で

「
施
設
内
部
の
補
強
」
を
実
施
さ
れ
た
加
入
者
の
方
に
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

「
施
設
内
部
の
補
強
」
に
か
か
っ
た
経
費
の
１
／
２
を
交
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
助
成
額
は
１
棟
ご
と
に
２
０
、
０
０
０
円
が
上
限
で
す
。 

　
※
連
棟
ハ
ウ
ス
は
、
３
０
、
０
０
０
円
が
上
限
。

　
※
申
請
金
額
が
予
算
額
を
上
回
っ
た
場
合
は
予
算
の
範
囲
内
で
案
分
し
て

交
付
し
ま
す
。

助
成
額

更
に
上
の
補
償
へ

全
相
殺
方
式
に
ご
加
入
し
ま
せ
ん
か

雪
害
対
策
へ
の
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す

（
申
請
期
限
：
令
和
８
年
２
月
末
）

申
請
書
類
は
こ
ち
ら
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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近
年
、
も
ら
い
火
に
よ
る
火
災
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
火
元
か
ら
の
類
焼
で
自
宅
が
被
害
を

受
け
た
際
、「
失
火
責
任
法
」
と
い
う

法
律
に
よ
り
相
手
に
重
大
な
過
失
が
な

い
限
り
、
も
ら
い
火
で
の
火
災
は
火
元

か
ら
賠
償
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

　
火
災
共
済
に
加
入
し
て
い
る
場
合
、

も
ら
い
火
の
よ
う
な
第
三
者
が
原
因
で

発
生
し
た
火
災
に
よ
る
損
害
も
カ
バ
ー

で
き
ま
す
。

　
大
切
な
家
を
守
る
為
に
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
の
火
災
共
済
へ
の
加
入
を
お
ス
ス
メ

し
ま
す
。

N
O
S
A
I
の
火
災
共
済
の

５
つ
の
魅
力

①
掛
け
捨
て
の
手
頃
な
掛
金

　
補
償
金
額
１
万
円
あ
た
り
８
円
。

②
住
宅
以
外
の
物
件
も
加
入
可
能

　
納
屋
、
車
庫
、
土
蔵
、
店
舗
な
ど
が
築

年
数
に
か
か
わ
ら
ず
加
入
可
能
で
す
。

③
火
災
事
故
以
外
も
補
償

　
落
雷
や
水
道
管
凍
結
も
補
償
対
象
と

な
り
ま
す
。

④
顔
の
見
え
る
加
入
提
案

　
対
面
で
の
加
入
を
第
一
に
、
お
客
様

目
線
の
加
入
提
案
を
行
い
ま
す
。

⑤
罹
災
時
の
手
続
き
が
簡
単

　
電
話
一
本
で
職
員
が
現
地
を
調
査
に

伺
い
ま
す
。
損
害
額
が
決
定
後
す
ぐ

に
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

加入内容の見直し等はお気軽に最寄りの各支所へお問い合わせください。

延   面   積 150㎡
加 入 金 額 2,000万円
掛金（年間） 16,000円
火災はいつ発生するかわかりません。
いざという時の為にＮＯＳＡＩの火災
共済へ加入しましょう！！

もらい火による火災

損害賠償責任なし
（重大な過失が無い場合）

Ｂさん宅
失火

Ａさん宅

類焼

Ｂさんが契約する火災共済で補償

火
災
共
済
で

も
ら
い
火
に
よ
る

火
災
に
備
え
よ
う

火
災
共
済
で

も
ら
い
火
に
よ
る

火
災
に
備
え
よ
う

失火責任法

火災共済加入例

建
物
共
済﹇
火
災
﹈

園
芸
施
設
共
済

　
全
量
を
Ｊ
Ａ・
法
人
・
個
人
の
乾
燥
調
製
施
設
に
委
託
し
収

穫
量
が
確
認
出
来
る
、
ま
た
は
確
定
申
告
書
類
に
て
全
量
把
握

が
出
来
る
こ
と
が
加
入
要
件
で
す
。
原
則
直
近
５
か
年
の
デ
ー

タ
を
用
い
て
基
準
の
設
定
を
行
い
ま
す
。

〜
全
相
殺
方
式
と
は
〜

全
相
殺
方
式
の
メ
リ
ッ
ト

農
作
物
共
済﹇
水
稲
﹈

○
個
々
の
実
績
に
合
っ
た
基
準
設
定

　
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
量
等
の
客
観
デ
ー
タ
を
用
い
る
た
め
、
個
々
の
実
績
に

　
合
っ
た
基
準
の
設
定
が
出
来
ま
す
。

○
補
償
割
合
が
最
大
９
割

　
全
て
の
方
式
の
中
で
最
も
高
い
９
割
補
償
が
選
択
出
来
ま
す
。

　（
８
割
・
７
割
補
償
も
選
択
可
）

○
一
筆
半
損
特
約
の
付
帯
で
筆
ご
と
の
減
収
も
補
償

　
こ
の
特
約
を
付
帯
す
る
事
で
１
筆
ご
と
の
深
い
被
害
も
補
償
す
る
こ
と

　
が
出
来
ま
す
。

　

　
園
芸
施
設
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
豪
雪
や
暴
風
に
よ
る

損
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
雪
害
等
防
止
対
策
で

「
施
設
内
部
の
補
強
」
を
実
施
さ
れ
た
加
入
者
の
方
に
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

「
施
設
内
部
の
補
強
」
に
か
か
っ
た
経
費
の
１
／
２
を
交
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
助
成
額
は
１
棟
ご
と
に
２
０
、
０
０
０
円
が
上
限
で
す
。 

　
※
連
棟
ハ
ウ
ス
は
、
３
０
、
０
０
０
円
が
上
限
。

　
※
申
請
金
額
が
予
算
額
を
上
回
っ
た
場
合
は
予
算
の
範
囲
内
で
案
分
し
て

交
付
し
ま
す
。

助
成
額

更
に
上
の
補
償
へ

全
相
殺
方
式
に
ご
加
入
し
ま
せ
ん
か

雪
害
対
策
へ
の
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す

（
申
請
期
限
：
令
和
８
年
２
月
末
）

申
請
書
類
は
こ
ち
ら
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

NOSAI サポート情報
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収
入
保
険

　
死
亡
廃
用
共
済
の
期
末
調
整
は
、
ト
レ
サ
の
情
報
等
を
利

用
し
て
１
年
間
の
飼
養
実
績
を
確
定
し
、
期
首
の
共
済
掛
金

等
と
差
額
が
生
じ
た
際
に
は
共
済
掛
金
等
の
払
戻
ま
た
は
徴

収
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
牛
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ト
レ
サ
情
報

の
異
動
の
届
出
を
漏
れ
な
く
速
や
か
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
期
末
調
整
処
理
は
、
組
合
員
ご
と

に
ト
レ
サ
情
報
異
動
届
出
が
完
了
し
た
後
に
行
い
ま
す
。）

牛
の
個
体
識
別
情
報（
ト
レ
サ
）へ
の

異
動
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

家
畜
共
済

　導
入
や
出
生
に
よ
り
頭
数

が
増
え
た
場
合
だ
け
で
な
く
、

譲
渡
や
死
亡
が
発
生
し
た
場

合
に
も
速
や
か
に
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
確
定
申
告
書
類
提
出
の
お
願
い

●
青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

　令
和
９
年
か
ら
の
収
入
保
険
の
加
入
を
希
望
さ
れ
る
個
人
の
方

は
、
令
和
８
年
３
月
16
日
ま
で
に
管
轄
の
税
務
署
へ
「
青
色
申
告

承
認
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　最
高
65
万
円
の
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
る
、
損
失
額
（
赤
字
）

の
繰
り
越
し
や
繰
り
戻
し
が
で
き
る
、
専
従
者
給
与
を
必
要
経
費

に
算
入
で
き
る
な
ど
、
税
制
面
で
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
青
色
申
告
に
切
り
替
え
、
安
定
し
た
農
業
経
営
の
た
め
に

収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
農
業
経
営
の
承
継
や
譲
渡
を
し
た
ら

　家
族
間
で
の
経
営
譲
渡
や
個
人
か
ら
法
人
へ
の
承
継
を
行
う
場
合

は
、
速
や
か
に
最
寄
り
の
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　収
入
保
険
加
入
者
の
方
は
保
険
金
等
の
受
け
取
り
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
保
険
期
間
の
農
業
収
入
金
額
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　確
定
申
告
の
提
出
が
終
わ
り
次
第
、
速
や
か
に
申
告
書
類
を
お

近
く
の
各
支
所
ま
で
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　 県内お出かけスポットお勧め

所在地：米子市大篠津町本池美術館

おすすめ県内お出かけスポット（日野町：）
所在地：

【本文】

【一般社団法人　日野町観光協会　庄司さんのコメント】

　
米
子
市
に
あ
る
本
池
美
術
館
は
、
レ
ザ
ー
ア
ー

ト
で
初
め
て
県
無
形
文
化
財
保
持
者
認
定
、
文
部

科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
本
池
秀
夫
氏
に
よ
る
世

界
初
の
レ
ザ
ー
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。

　
2
0
2
1
年
に
、
本
池
氏
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
「
M
O
T
O
」
の
50
周
年
の
節
目
と
し
て
設

立
さ
れ
た
本
池
美
術
館
に
は
、
革
の
人
形
や
、
動

物
の
レ
ザ
ー
ア
ー
ト
等
が
1
0
0
点
以
上
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
日
常
の
何
気
な
い
１
シ
ー
ン
を
切
り
取
っ
た
表

情
豊
か
な
人
形
や
、
実
在
の
動
物
を
等
身
大
で
表

し
た
作
品
の
数
々
は
、
ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の

よ
う
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
本
池
氏
が
こ
れ
ま
で
に
手
掛
け

た
仕
事
で
出
た
、
革
の
切
れ
端
を
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

に
し
た
も
の
や
、
革
製
の
日
本
地
図
パ
ズ
ル
な
ど

の
実
際
に
革
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
よ
り
「
革
」
の
奥
深
さ
を
知
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　
ま
た
、
館
内
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ

ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ
が
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
思
い
出
や
お
土
産
に
グ
ッ
ズ
を
購

入
し
た
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら

余
韻
に
浸
る
の
も
良
い
で
す
ね
。

　
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
な
本
池
氏
の

レ
ザ
ー
ア
ー
ト
の
数
々
。
精
密
な
、
そ

れ
で
い
て
力
強
い
作
品
を
、
ぜ
ひ
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お問合せ：米子市大篠津町４８４１　TEL.0859-25-0550
開館時間：10：００～１７：００
休 館 日：水曜、木曜（祝日営業）
入 館 料：大人500円、中学生・高校生300円、小学生以下無料

本池美術館取材
協力 ホームページ：https://www.motostyle.jp/

メール： motoikemuseum@motostyle.jp

　「皮」は、本来なら廃棄されて
しまう部分です。「皮」が加工さ
れ、「革」になり、新たな命を吹き
込むのが私の仕事です。いまま
で誰も見たことがないような「革
の世界」を、多くの方に感じてい
ただきたいです。

本池美術館
館 長

も と い け 　  ひ で   お

本池 秀夫さん
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TOTTORI

第
16
回
臨
時
総
代
会
　全
議
案
承
認

年
末
年
始
の
休
業
日
の
お
知
ら
せ

　
令
和
７
年
12
月
30
日
（
火
）
〜
令
和
８
年
１
月
４
日
（
日
）

休
業
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

掛
金
は
口
座
振
替
で
！

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
と
組
合
の
事
務
処
理

の
効
率
化
の
た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て
、
口
座

振
替
の
利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
振
替
手
数
料
は
組
合
が
負

担
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
る
金
融
機
関

●
山
陰
合
同
銀
行
　
●
鳥
取
銀
行
　
●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
　

●
鳥
取
県
内
の
各
Ｊ
Ａ
　
●
鳥
取
県
内
の
各
信
用
金
庫

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
鳥
取
の
公
式
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
は
、
組
合
の
出
来
事
な
ど
を

投
稿
し
て
い
ま
す
！

　
こ
れ
か
ら
も
ド
ン
ド
ン
投
稿
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
お
願
い

し
ま
す
！

※
投
稿
を
見
る
た
め
に
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
更
新
中
！

　
第
16
回
臨
時
総
代
会
を
令
和
７
年
10
月
10
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
臨
時
総
代
会
は
テ
レ
ビ
会
議
形
式
で
実
施
し
、
当
組

合
本
所
を
主
会
場
と
し
、
本
人
出
席
の
総
代
は
最
寄
り
の
支
所
か

ら
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

　
北
栄
町
の
奥
田
成
正
総
代
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
家
畜
共
済
の

伝
染
病
に
関
す
る
事
業
規
程
の
一
部
変
更
と
附
帯
決
議
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病（
牛
の
ウ
イ
ル
ス
性
感
染
症
）

が
家
畜
共
済
（
一
部
事
故
除
外
方
式
）
に
お
い
て
支
払
い
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

詳しくは最寄りの各支所へお問い合わせください。 掲示板
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アルファベットを順に並べて
完成した言葉が答えです。

タテのかぎ

ヨコのかぎ

※写真はイメージです。
　実際の景品とは異なる
　場合があります。

〈応募ハガキ 記入例〉

①クイズの答え
②郵便番号　
③住　所
④氏　名　　
⑤年　齢
⑥電話番号
⑦組合または広報紙への
　ご意見、ご感想

左上にある
プレゼント応募券を
貼ってください

応募方法

濵
口 

靖
志
さ
ん （
34
歳
）

は
ま

ぐ
ち

や
す

し

東
伯
郡
北
栄
町

【
答
え
】

環翠園　鑑賞セット

当
選
者
の
発
表
は
、賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ナ
ツ
ヤ
サ
イ

　お
鍋
が
恋
し
く
な
る
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
毎
年
こ

の
時
期
は
、
お
店
で
い
ろ
ん
な

味
の
鍋
つ
ゆ
が
置
い
て
あ
る
の

で
食
事
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、〆
と
し
て
食
べ
る
雑
炊
や

う
ど
ん
、
ラ
ー
メ
ン
も
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。
皆
さ
ん
も
お
鍋

を
食
べ
て
元
気
に
冬
を
乗
り
越

え
ま
し
ょ
う
。
　
　
　（Ｔ・Ｎ
）

①打ち破ること。
③趣味・スポーツ・研究などで、同じ目的を持った人の集まり。
④保護者に代わって保育するための児童福祉施設。
⑤金より少し軽く、白色のつやを持った金属。シルバー。
⑦二本以上の道路などが交わっている所。十字路。
⑨問屋が仕入れた商品を小売店に売り渡すこと。
⑪客車や貨車を引っ張る先頭車両。
⑮さずけ与えること。
⑯個体と液体の中間の物質。
⑱入れ物に何も入っていないこと。「〇〇っぽ」。

②しっかりと手に入れること。しっかりとつかまえること。
⑥木・紙・金属などで作った四角い入れ物。
⑧百獣の王と呼ばれる猛獣。
⑩中に空気を入れ、水中で体を浮かばせるのに使う袋。
⑫ニワトリ・キジなどの頭部にある突起物。
⑬生まれつき持っている性質や才能。
⑭部屋の上をおおうもの。
⑯きびしく守ること。「時間〇〇〇〇」。
⑰自然界のものについて学ぶ教科。
⑲3月を別の名前でいうと…。

た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

A B C D
回答欄

クロスワード答え

〒689-2202
東伯郡北栄町東園271番地
鳥取県農業共済組合本所
広報係

応募宛先

※ご応募いただいた個人情報は、当選発表、商品発送以外には
使用いたしません。
※ご意見、ご感想については紙面上に掲載することがあります
のでご了承ください。氏名の記載はいたしません。貴重なご
意見、ご感想お待ちしております。

令和8年２月28日（土）応募締切
当日消印有効

46号（夏号）

　
就
農
し
て
４
年
目
に
な
り

ま
す
。
高
品
質
な
農
産
物
を

作
れ
る
よ
う
に
日
々
の
観
察

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
新

し
く
農
業
を
始
め
る
方
の
見

本
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伯州美人
ねぎ煎餅

⑦ ⑭

⑭

　

⑪

⑧ ⑩

　④

⑤

③

⑬

⑨ ⑰

⑱

⑲

⑲

①

④

⑩

⑫ ⑯ 　①

②

⑥

⑩
C

B

D

A

②

⑮

51通
応募総数

クロスワード正解者の中から抽選で
10名の方に当たります。

スイカ
61㌃
メロン
9㌃

花（ストック）
4.5㌃

⑤

⑭

⑫

⑨⑥

⑩

⑦④

③

⑬

⑰ ⑲

㉑

①

④

⑩

② ⑪ ⑱ ⑱①

②

⑧

⑧

C

B

A

D

E

⑯

②

⑯

⑮

モ 　 ナ ゲ キ 　 ヘ
サ カ 　 キ ヤ シ ヤ
　 ミ エ カ ク レ
二 シ ビ 　 シ イ レ
　 バ ス ケ ツ ト
レ イ ガ イ 　 ウ ズ
ツ 　 オ コ ゲ 　 レ

表
紙
の

え
が
お

編
集
後
記

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

あ
た
ま
の
体
操
し
て
み
よ
う

プレゼント令和８年 新年号
〈キリトリ〉
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鳥取県農業共済組合
〒689-2202 鳥取県東伯郡北栄町東園271番地

ＦＡＸ. 0858-37-4121      nosai31@tottori-nosai.jp
0120-031559　ＴＥＬ. 0858-37-5631

■東部支所 0120-031870　☎0857-37-3301
■中部支所 0120-031180　☎0858-37-5252
■西部支所 0120-031492　☎0859-22-1001

各支所の連絡先

この用紙のインクは再生紙処理をしやすく環境にやさしい大豆油インキを使用しています

鶏もも肉………… 400g
粗びきこしょう… 適量
白ねぎ…………… 80g
濃口しょうゆ 大さじ１
みりん……… 大さじ１
砂糖………… 小さじ２
だし汁………… 200㎖
片栗粉……… 大さじ１
水…………… 大さじ１

鶏もも肉のねぎあんかけ

①鶏肉は叩いて広げ、粗びきこしょうを両面に振る。
②①の鶏肉を中火で両面焼き色がつくまでしっかりと

焼く。
③しょうゆ・みりん・砂糖・だし汁を合わせて加熱し、

沸騰する前にみじん切りにした白ねぎを入れる。
④沸騰したら火を止め、水で溶いた片栗粉を入れて素早

くかき混ぜる。
⑤器に半分に切った鶏肉を盛り、④のあんかけをかける。

主菜

○エネルギー 225kcal  ○たんぱく質 17.2ｇ
○脂質 14.2ｇ  ○食塩相当量 0.9ｇ1人分栄養価

作り方

◎材料（４人分）

さつまいも……… 120g
じゃがいも……… 120g
きゅうり………… 100g
マヨネーズ
………… 大さじ１・1/3
フレンチドレッシング
………………… 小さじ1
 

いもいもサラダ

①じゃがいもは皮をむき、さつまいも
は皮つきのまま1.5㎝の角切りにし
てゆで（蒸してもよい）、冷ます。

②きゅうりは、輪切りにする。
③①②を合わせ、マヨネーズとフレン

チドレッシングで和える。

副菜

○エネルギー 91kcal ○たんぱく質 1.2ｇ
○脂質 3.7ｇ ○食塩相当量 0.2ｇ1人分栄養価

作り方

◎材料（４人分）
プレーンヨーグルト
…………………… 150g
かぼちゃ………… 300g
 

かぼちゃアイス

①かぼちゃを５㎜角の厚さに切り、鍋にかぼちゃがかぶる
くらいの水を入れて煮る。（やわらかくなっても水分が
残っていたら、ふたを取って水分を飛ばす。）

②①をボウルに入れ、ヨーグルトと合わせる。
③②を製氷皿に入れ、冷凍庫で固める。

副菜

○エネルギー 91kcal ○たんぱく質 1.2ｇ、
○脂質 3.7ｇ ○食塩相当量 0.2ｇ1人分栄養価

作り方

◎材料（４人分）

きのこたっぷり香味スープ

○エネルギー 72kcal ○たんぱく質 5.3ｇ
○脂質 2.6ｇ ○食塩相当量 0.8ｇ1人分栄養価

①干ししいたけは分量の水で戻し、軸と石づきを外し、
せん切りにする。

②しめじ、えのきは石づきを取り、ほぐす。白ねぎ、しょ
うがはせん切り、唐辛子は種を取り、小口切りにする。

③①のもどし汁に鶏肉、きのこ類、しょうがを加え煮る。
火が通ったら調味料、白ねぎ、唐辛子を加え、最後に
Aでとろみをつける。

作り方

◎材料（４人分）

副菜

しめじ…………… 60ｇ
えのき…………… 60ｇ
　干ししいたけ… 10ｇ
　水…………… 600㎖
鶏ミンチ………… 80ｇ
　白ねぎ………… 40ｇ
　唐辛子………… １本
　しょうが……… 20ｇ
　酒………… 大さじ２
　酢………… 大さじ１
　濃口しょうゆ 大さじ１
A片栗粉 … 大さじ１
　水………… 大さじ２

料理
コーナー

季節の
おすすめ 香辛料や香味野菜、干ししいたけや肉のうま味、酸味を使用することで

風味を引き立たせ、少量の調味料でもおいしく召し上がれます。
豊富な秋の食材を活かして、塩分を控えた食事を心がけましょう。

　公益社団法人鳥取県栄養士会は保健、医療、福祉及び教育
の分野において食と健康の専門職として県民の公衆衛生の
向上及び健康の増進に寄与することを目的として「食の力
で伸ばそう健康寿命」を掲げて日々活動しています。　　

公益社団法人 鳥取県栄養士会会長　福田　節子

公益社団法人 
鳥取県栄養士会

［ 提 供 ］
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米…………… 400ｇ
木綿豆腐…… 400ｇ
干しいたけ………4枚
糸こんにゃく… 50ｇ
ごぼう………… 50ｇ
にんじん……… 50ｇ
三角油あげ（大) 100ｇ
サラダ油……… 20ｇ
酒……………… 30ｇ
薄口しょうゆ… 40ｇ
だし汁……… 400㎖

（干しいたけの戻し汁）
青ねぎ………… 50ｇ

どんどろけ飯

①豆腐は水気を切る。米は洗ってざるに上げてお＜。
②干しいたけは水に浸けてもどし、せん切り。糸こんにゃく

はさっと茹で、ざく切り。ごほうはささがきにし、水にひ
たしアク抜き。にんじんは細めのそぎ切り、油あげは２㎝
長さのせん切り。青ねぎは小口切りにしておく。

③鍋を熱して油を入れ、豆腐を大きめにちぎっていれ、こ
んがりときつね色になるまで焼く。さらに、ごほう、干し
いたけ、にんじん、糸こんにゃく、油あげを加えてさっと
炒め、酒としょうゆを加える。

④炊飯器に米を入れ③の具を全て加えて混ぜた後、だし
汁を加えて炊く。　

⑤炊きあがったご飯に青ねきを混ぜ、器に盛る。　

主食

○エネルギー 48kcal  ○たんぱく質 1.7ｇ
○脂質 3.6ｇ  ○炭水化物 3.6ｇ  
○食塩相当量 0.6ｇ

1人分栄養価

◎材料（４人分）

小松菜……… 100ｇ
ひじき(乾燥)… 2.5ｇ
にんじん……… 20ｇ
マヨネーズ 大さじ1/2
しょうゆ…… 小さじ1
すりごま…大さじ1/2

◎材料（2人分）

ひじきのサラダ

①ひじきは水で戻し､さっとゆでておく。
②にんじんは短冊切りにしてゆでる｡小松菜はゆでて水にと

り､よく絞って3㎝長さに切る。
③すべての材料を混ぜ合わせて器に盛る

副菜

作り方

野菜あられ

①ブロッコリーはみじん切りにし、Aとボウルで混ぜ合わせる。
②白ねぎはみじん切りにし、Bとボウルで混ぜ合わせる。
③揚げ油を中温に熟し、①と②をティースプーンですくいな

がら熱した油に流し入れ、からっと揚げる。

副菜

5 粒当たりの栄養価

作り方

①木綿豆腐はペーパータオルで包み、レンジ600Wに3分か
け水切りしボウルに入れてくずす。

②にんじん、きくらげは粗みじんに切りAでやわらかく煮て
汁を切る。

③ねぎを小口切りにし米粉をまぶす。
④フライパンに牛肉を入れみりんをふりかけ加熱する。
⑤①に②③④を入れて混ぜる。
⑥ラップを敷いた小さめの湯呑みに４等分した⑤を入れてね

じり包み、レンジ600Wで３分加熱する。
⑦食べる直前に湯呑みから出し盛る。

作り方

くずし豆腐主菜

○エネルギー 110kcal  ○たんぱく質 9.8ｇ　
○脂質 5.5ｇ  ○食塩相当量 0.7ｇ　1人分栄養価

○エネルギー 568kcal  ○たんぱく質 19.9ｇ　
○脂質 16.9ｇ  ○カルシウム 186 ㎎　
○食塩相当量 1.6ｇ　○食物繊維 5.9ｇ

1人分栄養価

作
り
方

ひじきと小松菜､
ごまでカルシウムも
たっぷりとれます

木綿豆腐……… 400g
にんじん…………20g
生きくらげ………20g
　 だし汁 ……100㎖
　 砂糖 …… 小さじ1
　 しょうゆ   大さじ1
　 青ねぎ ………15g
　 米粉 ………… 5g
牛肉（こま切り）…40g
みりん…… 小さじ1/2

◎材料（4人分）

A

ブロッコリー……20ｇ
白ねぎ……………25ｇ
　 米粉 …………50ｇ
　 水 ……………60㎖
　 しらす干し  …10ｇ
　 米粉 …………50ｇ
　 水 ……………60㎖
　 干しエビ …… 5ｇ
揚げ油…………… 適量

◎材料（約20粒分）

A

B

■ブロッコリー（みどり）
　○エネルギー 62kcal ○たんぱく質 1.9g ○脂質 1.4g ○食塩相当量 0.2g
■白ねぎ（あか）
　○エネルギー 60kcal ○たんぱく質 1.2g ○脂質 1.3g ○食塩相当量０.1g

料理
コーナー

季節の
おすすめ 「どんどろけめし」は中部・東部に古くから伝わる郷土料理で豆腐や野菜を入れた

炊き込みご飯。豆腐を炒める時の音がバチバチと どんどろけ（雷）の音に似てい
ることから料理名がついています。「どんどろけめし」のように、食材をあらかじ
め油で炒めることで、香ばしさが増し、素材のうまみが一層引き立ち、薄味でもお
いしく食べることができます。多くの人が集まる際の料理としてもおすすめです。

　公益社団法人鳥取県栄養士会は保健、医療、福祉及び教育
の分野において食と健康の専門職として県民の公衆衛生の
向上及び健康の増進に寄与することを目的として「食の力
で伸ばそう健康寿命」を掲げて日々活動しています。　　

公益社団法人 鳥取県栄養士会会長　福田　節子

公益社団法人 
鳥取県栄養士会

［ 提 供 ］


